










おそらくそれに応えるべく、雑誌社が文学者の現地派遣を計画している矢先、 『東京日日新聞』は八月三日の新聞に、 「本社事変報道陣に異彩（横組み白抜き） 、大衆文壇の巨匠／吉川英治氏特派／昨夕飛行機で天津到着」の五段抜きの社告を出して、人びとを驚かせた。八月五日には、はやくも彼の「天津にて」の第一報が紙面を飾っ吉川は二十四日に帰国したが、同紙は続い 木村毅を上海に特派した。彼は海路で二十一日に上海に着き、二十四日に第一報を載せ、九月五日に帰った。／雑誌の方で先陣を切ったのは吉屋信子である。彼女は「主婦之友皇軍慰問特派員 として、八月二十五日、天津に




ていた吉川英治と『東京日日新聞』に注目する。まずは、都築も言及していた「本社事変報道陣に異彩／大衆文壇の巨匠／吉川英治氏特派／昨夕飛行機で天津到着」 （ 『東京 日新聞』昭一二・八・三）を引いておく。
日本全国民の眼は今や北支事変の報道に集中し一報毎に愛国の血を沸きたぎらせてゐる、 社がすでに三次に亘り多数の記者、写真部員、ニユース映画班を現地に特派し、遺憾なき報道陣 布いてゐることは読者諸氏の知らるゝ通りであるが 今回さらに本社は 道陣の完璧を期し事変報道に精彩を添ふるため、わが大衆文壇 巨匠吉川英治氏を現地に特派することに決し、氏は二日夕刻飛行機で凄壮の気漲る天津に到著した、氏はかねて剣の神髄を把握せる人、そ
日中開戦後の吉川英治
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作に先んじて発表され いくジャーナリズム報道や際物小説を横目にみながら、それらを相対化し差別化していく言表が、この時期盛んに産出されていたのだか 。一例と て、青野季吉「文芸時評【一】 〝新しい〟文学」 （ 『東京日日新聞』昭一二・一〇・二）を引いておく。




階で整序されていったとみてよい。 《十一月号あ りか 通俗大衆雑誌には、俄然「戦争小説」が多くなつた》という「戦時作家群像
　
続き」 （ 『日
本読書新聞』昭一二・一〇・二五）の大宅壮一は、 《通俗作家が 新 い戦時作家として、各大衆娯楽にどし〳〵動員されてゐる》様相にふれ、《どれもこれもスパイとダンサーと飛行機の組合せで、彼等の際物師的手腕と心臓コンクールを見るやうな興味をそそるだけ だと切り捨てる。《一方、純文学側から、その後戦争を題材にした作品を求めれば、まづ
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彩列車」のジャンル的位置づけ／読み方へ 戸惑いが示され い 。






























第六報） 」 （ 『東京日日新聞』昭一二・八・五、九、一〇夕、一一夕、三、一九）と「南口戦従軍記（第一報～第三報） 」 （ 『東京日日新聞』昭二・八・ 四 二一夕、二一）が矢継ぎ早に紙面を飾る。
Ｂ
としては、










































礎として、随想随感のま を、無形式に書いてゆかうと思ふ。元より何のテーマ 持た が、北支 見知つた 日本女性が、千人針の縫ひ目 やうに終りまで時々見え隠れし 話題になるであら からそ 女性を中心に見れば或ひはひとつのストーリイが自然にこの一篇をつないでゐるかもし ない。しかし私が読者へ伝へ ものはやはり戦線にある同胞の生活である、血の中にある居留 のすがたである、そして、幾度もくり返さ る支那とは何ぞや？の支那そのものへ、人間的に迫つても描い みたい。／要するに日本の文学も今、小さい殻をぬいで、大陸へあがらうとしてゐる だ。技巧や形式にも今はかまつてゐられない、上陸先頭の小篇として、わたしはまづ書いてゆく。そし 目標は こ 戦争の
―
日本の血をもつ














回数と掲載月日を略記する、なお掲載はすべて二面、以下同）の伏線で、当初は、作中で芦川と呼ばれ 「私」をめぐる状況から語り起こされていく。あら じめ全体 俯瞰しておけば、 「迷彩列車」では、東京から天津に派遣された文学者の「私」が、南口の戦場から天津に戻ろうとするまでが書かれ、これが時空間の外延をなす。その中に、 （ 「私」 直接体験していな ）野見菊子から聞いた中国体験が包みこまれ 「迷彩列車」は入れ子構造を採る もとより、野見以外の軍関係者・報道関係者からの伝聞も、サイズ 異にしながら同様 形式を採っている。
テクスト総体の設定に戻れば、昨日まで東京の書斎で「地球面の大き



















































































いわれる。だが、野見は「ふと、軍病院に枕をならべてゐる白い負傷兵の顔」を思 浮かべ、 「彼等の国にさゝげた聖血の意義を考へ」 、 「幾 びも、租界のバリケードを越え、危険を冒して日本租界へ通つた」 。そのせいで、 「日本人側からは、仏蘭西人の女房だ、スパイだと云は 、仏租界に住む支那人の群からは、漢奸だと白い眼を向けられてゐた」 （
34、一
〇・二九夕） 。以上が、 「私」が野見から聞 た話（の祖述）である。
仮にここまでを「迷彩列車」前半とすれば、後半では、 「私」の体験
思索が前面 おしだされて く。現地で爆撃された廃墟を目 した「私」は、日中比較文化論よろしく、次のような感覚を抱くだろう。
（北支の土は今、戦車の轍に踏まれてゐる。だが、北支の桃は、何年か後には、きつと日本の桃のごとく若く水々しくなる）
もちろん、日／中の優／劣を自明の前提としたこうした認識は 今日





















































































































































































（ 『日本読書新聞』昭一二・一〇・一五）で、 《なか〳〵面白い》 （一
－27－
〇面）と評された。
（７）
  
青柳まや「迷彩列車」 （志村有弘編『吉川英治事典』勉誠出版、平
二八） 、二五九頁。
（８）
  
注（７）に同じ、二五八頁。
※
  本稿の執筆に際して、片岡元雄氏（吉川英治記念館） 、國澤昌史氏（神奈川大学大学院修了生、修士）のお力添えを頂きました。ここに記して謝意にかえさせて頂きます。なお、本研究は
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の助成を受けたものです。
（まつもとかつや
　
神奈川大学教授、日本学研究所特任研究員）
